
                    ２０１３年９月４日 

姫街道と奥浜名湖を歩く 

 

１．開催月日 ： １１月２３日（土）祝日 

 

２．集合場所・時間 ： ＪＲ浜松駅 在来線改札出口 １０時４５分 

 

３．踏査コース 

        遠鉄バス      姫街道       姫街道       徒歩 

        約 1時間     徒歩 45分      徒歩 45分      60分 

            （昼食・気賀関所） 

      天竜浜名湖鉄道       遠州鉄道        徒歩 

       39分            32分        3分 

 

【歩行距離】 約 10㎞  【歩行時間】 約 2時間 45分 

 姫街道はよく整備されており、石畳かコンクリートの歩きやすい道です。道標も完備。 

 

４．当日のスケジュール 

 ① １０：４５ ＪＲ浜松駅 在来線改札出口 

 【新幹線時刻】ひかり 465号 東京 9：03⇒品川 9：10⇒新横浜 9：22⇒浜松 10：32 

        こだま 640号 名古屋 9：28⇒浜松 10：20 

 【在来線時刻】東海道線：名古屋 8：43⇒豊橋 9：36 9：50⇒浜松 10：25 

 ② １１：００～１２：００ 遠鉄バス（「三ヶ日」行）浜松駅～気賀間 約 1時間 

 ③ １２：００～１２：４５ 気賀にて昼食、「気賀関所」見学  

 ④ １２：４５～１４：３０ 踏査：姫街道（気賀～引佐峠）約 1時間 45分 

 ⑤ １４：４５～１５：４５ 踏査：引佐峠～奥浜名湖展望公園～寸座 約 1時間 

 ⑥ １５：５０～１６：２９ 天竜浜名湖鉄道（寸座～西鹿島間） 

 ⑦ １６：３６～１７：０８ 遠州鉄道（西鹿島～新浜松間） 

 ⑧ 都合の良い方は、浜松駅前で食事（１７：３０～１９：３０頃） 

【新幹線時刻】 

○ 東京方面 ひかり号 毎時１１分 

   （例）ひかり 480号 浜松 20：11⇒新横浜 21：21⇒品川 21：33⇒東京 21：40 

  ○ 名古屋方面  

   （例）こだま 677号 浜松 19：55⇒名古屋 20：43 

 【在来線時刻】浜松 19：46⇒豊橋 20：22 20：33⇒名古屋 21：27 

ＪＲ浜松駅 気賀 小引佐 引佐峠 

寸座駅 西鹿島駅 新浜松駅 ＪＲ浜松駅 



    

５．主な見所 

① 気賀関所 

現在の建物等は、平成 2年に江戸時代の文書や、現存する本番所の 

 一部を参考に別の場所に再建したもの。気賀関所は、1601（慶長 6） 

年に徳川家康により創建され、現在は本番所の一部が残っている。 

② 姫街道 

  姫街道は東海道の見附宿から御油宿へと通じるおよそ 60㎞の道で、  

東海道の脇街道、別名東海道本坂越・本坂道・本坂街道などと呼ばれた。 

  この脇街道が注目されるようになったのは、宝永四年（1707年）、 

 東海道筋を襲った大地震が発端で、浜名湖口から新居宿一帯が大打撃を 

 受け、東海道の通行が困難になったため、臨時に姫街道を通行するように 

なった。 

  その後、幕府は享保二年（1717年）に、特別なこと以外は大名や旗本が通ることを禁 

 止したため、この道は静かな往来となった。 

③ 小引佐（こいなさ） 

 姫街道のなかで、最も景色の良い所として有名。 

 天気が良ければ、奥浜名湖と東名高速・浜名湖橋が良く見 

 える。 

 

 

④ 姫岩  

  江戸時代の文書には「平石御休憩所」と書かれており、姫街 

 道を通行する大名や姫様に、近藤家（気賀の領主及び関所の管 

理をした旗本）の家臣が出向いて湯茶の接待をした所と伝えら 

れる。 

⑤ 引佐峠（いなさとうげ） 

  三ヶ日町と細江町の境の峠を引佐峠といい、姫街道で本坂峠に次ぐ難所 

 と言われた。 

⑥ 天竜浜名湖鉄道 

  掛川と新所原間約 68㎞を結ぶ路線。1940（昭和 15）年軍事上の要 

 請から東海道線のバイパスとして開通（国鉄・二俣線）。 

1987年 3月国鉄・二俣線廃止に伴い、沿線自治体などが出資する 

第三セクターとして再スタートした。 

 

 



６．交通費（往復：バス代・電車代を含む） 

  東京から  新幹線（自由席）利用  16,680円 

  名古屋から 新幹線（自由席）利用  10,160円 

        在来線利用        5,340円 

 

７．雨天の場合 

Ⅰ案 姫街道（歩行距離・時間を半分程度に短縮）と二俣城址 

姫街道の引佐峠までは行かず、途中の小引佐から西気賀駅に向かう。天竜浜名湖鉄 

道で二俣本町駅まで移動し、二俣城址・清瀧寺を見学。その後浜松駅に戻る。 

【歩行距離】 約 5㎞  【歩行時間】 約 1時間 30分 

 ※ 二俣城址…徳川家康の長男信康が自刃した城として知られ、天守台をはじめ現存す 

る遺構の多くは、1590（天正 18）年に浜松城主となった堀尾吉晴の改修 

によるものといわれる。 

 ※ 清瀧寺…二俣城の北 500ｍほどにあり、信康の菩提寺である。 

 

Ⅱ案 浜松城周辺の踏査 

  主な見所： 

浜松城…徳川家康が 1570（元亀元）年から 17年間にわたる青壮年期を過ごした城。 

    明治維新後、城郭は取り壊されて荒廃していたが、1958（昭和 33）年に天

守閣が再建された。 

   東照宮（引馬城跡）…今川氏の支城「引馬城」があった所 

   犀ケ崖（さいががけ）古戦場…三方が原古戦場の一部で、敗走する家康軍を追った

武田信玄軍が、そこに崖があることを知らず、多く

の戦死者を出した。1982（昭和 57）年資料館が開館。 

   西来院（せいらいいん）…家康の正室・築山御前の廟所がある。 

 

                                     以 上 


